
『観
心
本
尊
抄
』
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
」
の
意
味

庵

谷

l丁そ

亨

は
じ
め
に

　

日
蓮
聖
人
（
一
二
二
二
ー
一
二
八
二
）
の
最
重
要
教
義
書
と
さ
れ
て
い
る
＝
観

心
本
尊
抄
』
は
、
正
式
名
称
を
一
如
来
滅
後
五
五
百
歳
始
観
心
本
尊
抄
」
と
称

す
る
　
こ
の
題
名
は
H
蓮
聖
人
が
自
ら
付
し
た
も
の
で
あ
る
．

　

こ
れ
を
＝
観
心
本
尊
抄
一
と
略
称
し
た
の
は
、
本
書
を
受
け
取
っ
た
富
木
常

忍
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
　
富
木
常
忍
の
『
常
修
院
本
．
尊
聖
教
事
』
（
永
仁
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

年
・
1
二
九
九
）
に
は
一
観
心
本
尊
抄
　
一
帖
」
と
あ
り
、
ま
た
中
山
法
華
経

寺
蔵
真
蹟
冊
子
の
表
紙
に
は
富
木
常
忍
の
筆
で
「
観
心
本
尊
抄
」
と
記
載
さ
れ

て

い

蚕
二
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
富
木
常
忍
を
は
じ
め
、
『
観
心
本
尊
抄
副
状
」

に
そ
の
名
が
見
え
る
太
田
・
曾
谷
等
の
檀
越
が
本
書
を
受
け
取
っ
た
当
初
頃
か

ら
、
『
観
心
本
尊
抄
＝
と
い
う
略
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
．　

本
稿
に
お
い
て
は
、
＝
観
心
本
尊
抄
』
の
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
」
の
意

味
に
つ
い
て
考
察
し
た
い

11
題
号
の

「観
心
本
尊
」
に
つ
い
て
の
諸
師
の
解
釈

1
　
「
観
心
本
尊
」
の
読
み
方

　
［
観
心
本
尊
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
諸
師
の
分
析
的
な
解
説
が
あ
る
　
主
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
か
ヤ

も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
一

　

」
「
心
の
本
尊
を
観
ず
」
、
2
「
心
を
観
ず
る
本
尊
」
、
1
3
「
心
を
本
尊
と
観

ず
」
、
．
“
・
　
r
心
を
観
じ
て
本
尊
と
為
す
」
、
　
／
L
n
l
　
［
観
心
の
本
尊
」
、
⌒
6
一
一
観
心
は
本

尊
L
、
L
ヱ
「
観
心
と
本
尊
」
、
ミ
一
観
心
本
尊
L
，

　

こ
れ
ら
の
解
説
や
指
摘
に
は
各
先
師
の
関
係
す
る
門
流
の
伝
統
的
な
解
釈
を

反
映
す
る
も
の
も
あ
る
一

　
「
観
心
本
尊
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
の
諸
師
の
解
説
で
は
「
観
心
」
に
つ
い
て

二

意
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
’
1
は
本
門
寿
量
品
文
底
の
法
門
（
事
一
念
三
千
）

で
一
一
旦
S
、
二
は
「
本
門
の
題
目
」
で
7
が
こ
れ
に
当
た
る
二
6
一
は
両
意
に
理
解

さ
れ
る

観
’L・

）

尊

抄

題
号

お

け

る

観
’し

本
尊

「／｝

叫、

1±

で1；
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［
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2
　
「
観
心
本
尊
」
に
つ
い
て
の
解
釈

　
題
号
の
解
釈
は
本
抄
の
教
義
理
解
を
反
映
す
る
．
．
と
く
に
「
観
心
本
尊
」
の

部
分
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
、
［
1
’
a
s
心
本
尊
抄
「
｛
の
本
旨
理
解
を
左
右
す

る
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
t
t
主
な
諸
師
の
解
釈
を
挙
げ
る
と
ほ
ぼ
次
の
通

り
で
あ
る
　
t
一

　
日
「
心
の
本
尊
を
観
ず
」

　
　
日
恵
「
観
心
本
尊
抄
恵
抄
三
一
．
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
一
号
（
史
料

　
　
紹
介
）
，

　
［
、
「
心
の
本
尊
な
る
こ
と
を
観
ず
一

　
　
日
輝
「
観
心
本
尊
抄
略
要
』
『
充
治
園
全
集
』
第
二
編
三
一
五
頁

　
．
二
「
観
心
の
本
尊
」

　
　
山
川
智
慮
著
『
観
心
本
尊
抄
講
話
』
　
一
〇
八
頁
　
「
法
華
経
本
門
寿
量
品
の

　
　
観
心
た
る
、
本
仏
果
上
の
一
念
＝
．
千
の
本
尊
を
主
と
し
て
顕
説
」
．

　
四

「
観
心
と
本
尊
」

　
　

日
好
『
録
内
扶
老
』
第
六
巻
四
丁

　
　
清
水
龍
山
著
「
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
一
第
一
一
巻
上
一
七
⊥
二
四
頁
．
．

　
　
浅
井
圓
道
著
『
観
心
本
尊
抄
　
仏
典
講
座
3
8
」
一
七
自
二

　
　
渡
邊
實
陽
・
小
松
邦
彰
編
二
［
蓮
　
日
本
の
仏
典
9
」
四
六
二
貝

　
　
北

川
前
肇
著
一
日
蓮
聖
人
　
観
心
本
尊
抄
を
読
む
］
四
四
頁

　
山
「
観
心
と
本
尊
」
（
三
大
秘
法
密
釈
）

　
　
渡
邊
實
陽
著
『
國
寳
観
心
本
尊
抄
讃
仰
＝
而
・
四
～
五
頁
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
．

　
六

「
題

目
と
本
尊
一
（
隠
約
、
文
裏
に
戒
壇
）

　
　
望

月
歓
厚
著
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
一
第
三
巻
五
六
－
五
八
貞
．

　

七
「
観
心
本
尊
は
一
成
句
一

　
　
茂
円
井
教
亨
著
＝
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
」
二
五
－
二
九
頁
．
．

　
ぷ

「観
心
に
お
け
る
本
尊
、
本
尊
に
お
け
る
観
心
」

　
　
茂
田
井
教
亨
赤
二
「
本
尊
抄
講
讃
゜
ヒ
八
五
・
九
八
頁

　
四
は
観
心
と
し
て
の
題
日
と
観
心
と
し
て
の
本
尊
の
意
で
、
こ
れ
に
五
は
三

大

秘
法
密
釈
、
川
は
戒
壇
が
丈
裏
に
あ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
．
じ
・
々
は
「
観

心
に

お

け

る
本
尊
」
「
本
尊
に
お
け
る
観
心
一
の
意
を
も
っ
て
観
心
本
尊
と
す

る
’　

こ
れ
ら
諸
師
の
解
釈
の
特
色
は
主
に
次
の
四
点
に
集
約
さ
れ
る
、
．
1
観
心
手

視

の
釈
、
2
一
本
尊
重
視
の
釈
、
．
3
一
観
心
（
題
目
｝
と
本
．
尊
と
す
る
釈
、
一
！
観
心

即

本
尊
と
す
る
釈
で
あ
る

　
ー
一
は
：
’
　
’
　
’
L
’
、
．
二
は
’
L
l
、
．
3
は
四
・
■
・
巨
、
．
4
一
は
㊤
・
八
が
こ
れ
に
当
た

る
　
近
年
に
お
い
て
は
．
3
観
心
（
観
心
と
し
て
の
題
目
）
と
本
尊
（
観
心
と
し

て

の

本
尊
）
と
の
釈
が
最
も
多
い
，

　
三
　
『
観
心
本
尊
抄
』
述
作
の
背
景

　
『
観
心
本
尊
抄
」
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
」
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め

に
．
　
I
l
観
心
本
尊
抄
　
が
述
作
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い

　

丈
永
八
年
a
二
七
一
）
の
一
連
の
法
難
は
日
蓮
聖
人
の
身
命
に
関
わ
る
重



大
事
件
で
あ
っ
た
／
／
そ
れ
だ
け
に
日
蓮
聖
人
の
宗
教
に
与
え
た
影
響
も
多
大
で

あ
っ
た
、
龍
口
法
難
・
佐
渡
遠
流
を
と
お
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
身
体
的
に
も
精

神
的
に
も
重
大
な
局
面
に
遭
遇
ぷ
、
」
れ
た
の
で
あ
る
　
そ
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
情

況

が

『開
口
抄
＝
や
＝
．
観
心
本
尊
抄
』
な
ど
の
重
要
書
の
述
作
に
繋
が
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
〆
．
」
あ
る

ー
　
「
数
数
見
損
出
」
の
経
文
の
色
読

　
弘

長
元
年
（
＝
ニ
ハ
一
）
の
伊
豆
配
流
と
と
も
に
こ
の
度
の
佐
渡
遠
流
は
幕

府
と
い
う
国
家
権
力
に
よ
る
・
公
的
法
難
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
複
数
に
わ
た
る

値
難
の
体
験
は
、
法
華
経
勧
持
品
所
説
の
「
数
数
見
損
出
」
の
文
を
色
読
し
た

こ
と
を
意
味
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
　
　
コ

　
経

文
の
色
読
完
遂
は
、
法
華
経
所
説
の
「
真
の
法
華
経
の
行
者
」
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
　
す
な
わ
ち
「
如
説
の
法
華
経
の
行
者
」
は
法
華

経
に
証
明
さ
れ
た
如
来
使
で
あ
り
、
虚
空
会
に
お
い
て
別
付
嘱
を
蒙
っ
た
本
化

地

涌
菩
薩
に
ほ
か
な
ら
な
い

2
「
魂
醜
日
蓮
」
の
認
識

　
「
「
’
開
目
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
そ

　
　

n
蓮
と
い
ゐ
し
者
は
去
年
九
月
十
二
日
子
丑
の
時
に
頚
は
ね
ら
れ
ぬ
　
此

　
　

は
魂
醜
佐
土
の
国
に
い
た
り
て
、
返
年
の
二
月
雪
中
に
し
る
し
て
、
¢
縁

　
　
の

弟
子
へ
を
く
れ
ば
、
を
そ
ろ
し
く
て
を
そ
ろ
し
か
ら
ず
．
み
ん
人
い
か

　
　

に
を
ぢ
ず
ら
む
一
．
此
は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
未
来
口
本
国
当
世

　
　
を
う
つ
し
給
明
鏡
な
り
，
か
た
み
と
も
み
る
ベ
レ
O

「観
・
心
本
尊
抄
　
題
号
に
お
け
る
一
観
心
本
尊
」
の
意
味
一
庵
谷
〕

　
日
蓮
聖
人
は
、
今
ま
で
の
日
蓮
は
龍
口
の
首
の
座
に
お
い
て
い
の
ち
を
終
え
、

佐
渡
の
日
蓮
は
魂
醜
と
し
て
蘇
生
し
た
霊
的
日
蓮
で
あ
る
と
の
認
識
を
も
た
れ

た
そ
の
霊
格
者
と
し
て
の
認
識
の
な
か
で
述
作
さ
れ
た
の
が
人
開
顕
の
書
と

さ
れ
る
「
「
．
開
U
抄
』
、
法
開
顕
の
書
と
シ
r
t
」
れ
る
一
観
心
本
尊
抄
．
1
で
あ
る

3
　
死
の
危
機

　
「
法
蓮
紗
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　

殊
に
今
度
の
御
勘
気
に
は
死
罪
に
及
べ
き
が
’
い
か
が
思
は
れ
け
ん
佐
渡

　
　
の

国
に
つ
か
は
さ
れ
し
か
ば
、
彼
国
へ
趣
者
は
死
は
多
、
生
は
希
な
り

　
　
か

ら
く
し
て
行
つ
き
た
り
し
か
ば
、
殺
害
謀
叛
の
者
よ
り
も
猶
重
く
思
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
レ
　

　
　
れ
た

り
一
鎌
倉
を
出
し
よ
り
口
＝
に
強
敵
か
さ
な
る
が
如
し

　
♪
f
」
ら
に
『
報
恩
抄
．
一
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　

又
い
か
に
や
あ
り
け
ん
、
さ
ど
〔
佐
渡
｝
の
国
ま
｝
r
．
s
ゆ
く
　
今
日
切
、
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
’
：
）

　

　
す

切
、
と
い
ひ
し
ほ
ど
に
四
箇
缶
－
と
い
う
に
：
…

　
死

の
危
機
f
｛
が
　
［
’
観
心
法
門
一
の
顕
発
を
強
く
促
し
た
　
「
観
心
法
門
」
を
後

世
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
使
命
感
が
、
［
「
．
観
心
本
尊
抄
」
の
述
作
を
必

然
的
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
　
H
蓮
聖
人
は
、
自
ら
の
死
後
に
お
い
て
も
「
観

心
法
門
」
が
広
宣
流
布
さ
れ
る
こ
と
を
期
さ
れ
た
　
［
　
報
恩
抄
＝
に
は
「
日
蓮
が

慈
悲
暗
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
一
’
」
も
な
が
る
べ
し

日
本
国
の
］
切
衆
生
の
盲
日
を
ひ
ら
け
る
功
徳
あ
り
　
無
間
地
獄
の
道
を
ふ
さ

　
　
　
ニ
　
ザ

ぎ
ぬ
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
「
観
心
本
尊
抄
』
所
説
の
「
観
心
法
門
」
と
は
、

「「報
恩

抄
＝
の
文
に
よ
れ
ば
一
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

＝
二
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4
疑
難
へ
の
回
答

　
『
寺
泊
御
書
一
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
或
人
難
二
日
蓮
一
云
　
不
〆
知
’
機
立
二
鹿
義
一
値
し
難
、
或
人
云
如
一
勧
持
品
一
者

　
　
深
位
菩
薩
義
也
．
違
一
一
安
楽
行
品
一
或
人
云
我
存
一
一
此
義
一
不
ン
言
云
云
、
或

　
　
人
云
唯
教
門
計
也
，
理
具
我
存
レ
之
∨

　

日
蓮
の
法
門
は
「
唯
教
門
計
也
」
と
の
疑
難
に
対
し
、
「
観
心
法
門
」
の
開
示

が
必
要
で
あ
っ
た
．
『
観
心
本
尊
抄
゜
＝
の
述
作
は
世
問
の
疑
難
に
対
す
る
回
答
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

　
法

門
は
教
相
と
観
心
と
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
相
互
に
資
助
し
合
っ
て
体
系

を
構
築
し
て
い
る
一
法
華
最
勝
義
の
主
張
は
、
世
間
の
人
々
に
と
っ
て
教
相
偏

重

に
映
っ
た
の
で
あ
る
　
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
、
「
観
心
法
門
」
の
表
明
は
必
然

的
要
請
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
．

5
　
「
大
事
の
法
門
」
の
開
示

　
『
観
心
本
尊
抄
』
が
［
大
事
の
法
門
」
を
教
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

『観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
［
此
事
日
蓮
当
身
大
事
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
確
で

あ
る
，
な
お
、
『
観
心
本
尊
抄
副
状
」
の
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
、

　
『
観
心
本
尊
抄
』
の
第
八
番
問
答
に
は
、
「
故
至
三
止
観
正
明
二
観
法
二
並
以
二

三

千
一
而
為
二
指
南
一
一
〒
乃
是
終
窮
究
寛
極
説
　
故
序
中
云
説
・
己
心
中
所
行
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
へ

門
二
良
有
レ
以
也
一
請
尋
読
者
心
無
二
田
共
縁
　
等
云
云
」
と
、
妙
楽
大
師
の
「
摩

詞
止

観
輔
行
伝
弘
決
』
の
文
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、
文
中
の
「
序
中
」
は
章
安

大

師
の
序
を
指
す
、
し
た
が
っ
て
、
＝
摩
詞
止
観
』
の
「
観
法
」
を
、
章
安
大
師

四

は
「
己
心
中
所
行
の
法
門
」
、
妙
楽
大
師
は
「
，
終
窮
究
寛
の
極
説
」
と
そ
の
重
要

性

を
称
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
こ
の
よ
う
な
天
台
大
師
の
「
観
心
法
門
一
を
、

末
法
の
本
門
教
学
の
視
点
に
立
っ
て
論
述
し
た
書
が
『
観
心
本
尊
抄
＝
に
ほ
か

な
ら
な
い
，

　
一
観
心
本
尊
抄
＝
と
同
じ
く
佐
渡
で
述
作
さ
れ
た
『
開
目
抄
」
に
は
次
の
よ
う

に

述

べ

ら
れ
て
い
る

　
　
此
疑
は

此
書
肝
心
、
　
一
期
の
大
事
な
れ
ば
、
処
々
に
こ
れ
を
か
く
上
、
疑

　
　
を
強
く
し
て
答
を
か
ま
う
べ
に
二

　
　
此

は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
未
来
日
本
国
当
世
を
う
つ
し
給
明
鏡

　
　
な
り
　
か
た
み
と
も
み
る
べ
い
コ

　
佐
渡
に
お
け
る
死
の
危
機
は
、
必
然
的
に
、
こ
れ
ま
で
信
解
体
得
し
“
J
　
l
’
大

事
の
法
門
」
を
門
下
に
伝
達
し
、
そ
の
広
布
を
未
来
に
託
す
こ
と
を
必
要
と
す

る
．
「
開
日
抄
一
『
観
心
本
尊
抄
＝
を
始
め
と
す
る
佐
渡
で
の
法
門
教
示
に
は
、

そ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
動
機
が
込
め
ら
れ
て
い
た
t
一

　
＝
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
．

　
　
鎌
倉
筑
後
房
・
弁
阿
闇
梨
・
大
進
阿
闇
梨
申
小
僧
等
有
〆
之
一
、
召
プ
之
可
ン

　
　
有
一
御
尊
一
可
．
，
有
二
御
談
義
一
大
事
法
門
等
粗
申
　
彼
等
日
本
未
二
流
布
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
こ

　
　
大
法
少
々
有
し
之
、
随
御
学
問
可
二
注
申
一
也

　

佐
渡
か
ら
、
波
木
井
三
郎
に
対
し
て
、
鎌
倉
の
筑
後
房
・
弁
阿
闇
梨
・
大
進

阿
闇
梨
等
を
召
し
て
「
大
事
の
法
門
等
」
を
聴
聞
す
る
よ
う
に
教
示
さ
れ
て
い

る
’
こ
の
こ
と
は
、
か
ね
て
よ
り
日
蓮
聖
人
が
門
弟
に
説
き
示
さ
れ
て
い
た
教



以
上
か
ら
、
「
観
心
本
尊
抄
」
は
「
開
目
抄
」
と
共
に
日
蓮
聖
人
が
い
の
ち
を

懸
け
た
最
重
要
法
門
の
教
示
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
最
重
要
法
門
を

「
開
目
抄
」
で
は
「
本
門
寿
墓
品
の
文
の
底
」
「
本
因
本
果
の
法
門
」
「
真
の
一
念

三
千
」
、
「
観
心
本
尊
抄
j

で
は
「
観
心
の
法
門
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
「観
心
本
尊
抄
」
題
号
の
「
観
心
本
尊
」
は
最
重
要
教
義
と
し

題
号
の
「
観
心
法
門
」
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
、
『
観
心
本
尊
抄
j

に
副

え
ら
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』

の
記
述
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

『
観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

帷
一

・
墨
三
長

・
筆
五
巻
給
候
了
。
観
｀
心
法
門
少
々
注
レ之
奉
二太
田
殿
教

信
御
房
等
l

。
此
事
日
蓮
当
身
大
事
也
。
秘
レ之
見
二
無
二
志
ー
可
レ
被
レ
開
二
祐

之
一
敗
。
此
書
難
多
答
少
。
未
聞
之
事
人
耳
目
可
レ
證
二
動
之
一
敗
。
設
及
二
他

見
＿
＿
―
-
人
四
人
並
レ座
勿
紐
翌
之
。
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
未
レ
有
二
此

書
之
心
＿
。
不
レ
顧
国
難
佃
竺
五
五
百
歳
涵
四
説
之
ー
。
乞
願
歴
こ
見
＿
来

(13) 

輩
師
弟
共
詣
二
霊
山
浄
土
江
ピ
見
三
仏
顔
貌
＿
o

『観
心
本
尊
抄
』
は
文
永
一

0
年
(
-
―
一
七
三
）

四
月
二
五
日
に
述
作
さ
れ
、

翌
日
の
二
六
日
に
認
め
ら
れ
た
送
状
（
「観
心
本
尊
抄
副
状
」
）
を
副
え
て
、

総
の
檀
越
で
あ
る
富
木
常
忍
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。「
観
心
本
尊
抄
副
状
」

四

「
観
心
本
序
抄
」
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
葬
」
の
意
味
（
庵
谷
）

『観
心
本
尊
抄
副
状
』
の
記
述

て
の
「
観
心
の
法
門
」
の
意
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

又
が
「
大
事
の
法
門
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

下

は
、
冒
頭
に
富
木
常
忍
か
ら
の
供
蓑
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
、

「観
心
本
賑
抄
」

述
作
の
意
図
や
内
容
の
重
要
性
、
披
見
の
際
の
心
構
え
、
師
弟
共
な
る
霊
山
浄

こ
こ
で
は
、

「観
心
本
尊
抄
副
状
」
を
と
お
し
て

「観
心
本
尊
抄
」
述
作
の
趣

「観
心
本
尊
抄
」
は
「
観
心
法
門
」
を
「
注
」
す
る
意
を
込
め
て
「
撰
」
し

「観
心
本
葬
抄
」
は
題
号
に
続
い
て
「
本
朝
沙
門
日
蓮
撰
」
と
署
名
さ
れ
て
い

(11) 

る
。「
観
心
本
尊
抄
」
の
本
文
末
に
は
「
日
蓮
註
之
」
、
「観
心
本
尊
抄
副
状
」
に

は
「
観
心
法
門
少
々
注
レ之
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
観
心
本
尊

抄
」
は
注
の
意
味
を
込
め
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
は
冒
頭

の
中
に
論
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
日
蓮
聖
人
は
「
麿
詞
止

観
」
の
観
心
に
立
脚
し
て
、
末
法
の
大
事
た
る
「
本
門
の
観
心`
」
を
注
す
る
と

の
意
図
を
も
っ
て

「観
心
本
乾
抄
」

撰
や
注
で
は
な
く
、

は
、
先
師
称
揚
と
共
に
天
台
大
師
の

『
摩
詞
止
観
』
に
連
な
る
観
心
教
学
の
正

『観
心
本
尊
抄
』
は
有
力
檀
越
を
は
じ
め
信
心
堅
固
な
門
下
へ
の
教
示

『
観
心
本
尊
抄
副
状
」

抄
副
状
」

2
 

一
五

一
念
三
千
の
出
処
を
天
台
三
大
部

の
述
作
に
望
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
単
な
る

天
台
大
師
所
述
の
観
心
法
門
を
注
し
撰
述
す
る
と
の
姿
勢

の
宛
名
に
「
富
木
殿
御
返
事
」
と
あ
り
、
『観
心
本
尊

の
本
文
中
に
「
奉
大
田
殿
教
信
御
房
等
＿」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

統
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

に

「摩
詞
止
観
』
結
成
理
境
の
文
を
挙
げ
、

た
も
の

旨
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

土
へ
の
往
詣
の
確
信
等
に
つ
い
て
綴
ら
れ
て
い
る
。



レ
広
三
〒
文
化
研
た

ハ
，
Z
r
ど

ら
、
＝
観
心
本
尊
抄
＝
は
官
田
木
常
忍
を
は
じ
め
太
田
乗
明
・
曾
谷
教
信
な
ど
の
ド

総
の

有
力
檀
越
に
与
え
ら
れ
、
ひ
い
て
は
信
心
堅
固
な
門
ド
に
教
示
さ
れ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
一

　
一
観
心
本
尊
抄
「
｝
が
信
心
堅
固
な
門
下
に
教
．
小
さ
れ
た
も
の
〆
．
・
あ
る
こ
と
は
以

ド
の
記
述
か
ら
理
解
さ
れ
る
　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
は
一
設
及
他
見
二
．
一
人

四

人
並
、
座
勿
’
読
乏
＝
乞
願
歴
二
見
来
輩
師
弟
共
詣
一
霊
山
浄
ヒ
拝
・
見
．
一
、

仏
顔
貌
」
と
あ
る
．
「
設
及
．
他
見
二
と
は
、
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
は
あ
る

が

［
他
見
に
及
ぶ
」
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
　
＝
見
を
歴
一
る
者
は
「
無
二

の
志
」
を
有
す
る
信
、
心
堅
固
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
「
，
一
見
」
の
可
否

は

信
心
1
1
‥
あ
る
こ
と
が
分
か
る
一
し
た
か
っ
て
、
観
心
本
尊
抄
＝
は
有
力
檀
越

と
と
も
に
信
心
堅
固
な
門
ド
に
教
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

堅

固
な
信
心
と
は
、
題
目
へ
の
絶
対
的
帰
信
で
あ
り
、
そ
れ
は
不
惜
身
命
の
決

音
心
：
目
覚
と
そ
の
実
践
を
音
］
味
す
る
．

　
同
様
に
「
一
期
の
大
事
」
と
さ
れ
た
「
開
目
抄
」
は
’
　
1
［
．
富
木
殿
御
返
事
．
＝
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

「法
門
之
事
先
度
四
条
三
郎
左
衛
門
尉
殿
令
一
一
書
持
一
其
書
能
々
可
し
有
．
一
御
覧
一
」

と
あ
り
、
「
開
目
抄
＝
本
文
に
「
此
は
魂
晩
佐
±
の
国
に
い
た
り
て
、
返
年
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

月
雪
中
に
し
る
し
て
、
有
縁
の
弟
子
へ
を
く
れ
ば
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
直
接

的
に
は
四
条
金
吾
頼
基
に
与
え
ら
れ
、
ひ
い
て
は
広
く
「
有
縁
の
弟
子
」
に
教

示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
．

　
法
門
の
広
宣
流
布
は
日
蓮
聖
人
を
は
じ
め
門
下
一
同
の
願
い
で
あ
る
．
法
門

広
布
に
お
い
て
檀
越
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
　
布
教
の
原
点
は
信
仰
に
あ
る

1
：

へ

こ
と
か
ら
、
弟
子
は
も
と
よ
り
檀
越
の
法
門
信
解
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
　
弟

．

丁

と
檀
越
と
が
心
を
一
に
し
て
こ
そ
法
門
の
広
布
は
よ
り
い
っ
そ
う
そ
の
実
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
　
〕
蓮
聖
人
が
『
開
目
抄
「
『
観
心
本
尊
S
〉
，
1
1
な
ど
の
重

要
法
門
を
檀
越
に
充
て
ら
れ
た
の
は
、
檀
越
の
教
化
と
と
も
に
広
宣
流
布
の
充

実
を
意
図
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

3
　
＝
観
心
本
尊
抄
」
は
当
身
の
大
事

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
は
「
此
事
日
蓮
当
身
人
事
也
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
　
「
観
心
法
門
」
を
「
注
」
し
「
撰
」
す
る
こ
と
は
、
1
1
蓮
聖
人
に
と
っ
て

「当
身
の
大
事
」
一
’
．
」
あ
っ
た
同
じ
く
佐
渡
一
．
＼
述
作
シ
、
＼
れ
た
」
開
目
抄
」
に
は
前

引
の
こ
A
l
v
　
r
1
期
の
大
事
」
と
あ
る
　
「
当
身
の
大
事
」
は
身
命
に
関
わ
る
重

大
事
、
「
一
期
の
人
事
」
は
生
涯
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
切
な
事
を
意
味
す
る

「観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
「
観
心
の
法
門
」
と
「
開
目
抄
゜
「
に
お
け
る
「
真
の

　
　
　
べ
ド
ニ

一

人
，
心
一
．
一
千
」
は
と
も
に
日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
の
最
重
要
法
門
で
あ
っ
た
の
Z
、
・
あ

る
、
t

4
　
『
観
心
本
尊
抄
．
［
は
秘
す
べ
き
書

　
一
l
観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
は
「
秘
∨
之
」
「
設
及
二
他
見
一
三
人
四
人
並
’
座
勿
“

読
〆
之
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
『
観
心
本
尊
抄
』
f
t
　
1
’
秘
」
す
べ
き
書
で
あ
り
、

コ
ニ
人
四
人
並
’
座
勿
゜
読
〆
之
一
と
い
う
こ
と
は
、
「
観
心
法
門
」
は
み
だ
り
に
公

開
し
て
は
な
ら
な
い
重
要
法
門
で
あ
り
、
そ
の
法
門
を
叙
述
し
た
［
「
観
心
本
尊

抄
』
の
披
見
に
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
の
教
示
で
あ
る
’
そ
の
理
由

は

「「観
心
本
尊
抄
副
状
』
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
未
曾
有
の
法
門
で
あ
り



難
信
難
解
の
た
め
、
国
難
忍
受
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
た
め
で
あ
る
．

5
　
「
観
心
本
尊
抄
』
の
披
見
に
は
堅
固
な
信
心
が
必
要

　
［
「
’
観
心
本
尊
抄
副
状
」
に
は
「
見
無
二
志
一
可
’
被
’
開
，
柘
之
一
歎
」
と
述
べ
ら

れ

て

い

る
、
人
心
を
驚
動
せ
し
め
る
未
曾
有
の
重
要
法
門
で
あ
る
た
め
に
、
『
観

心

本
尊
抄
』
の
披
見
に
は
「
無
二
の
志
」
を
必
要
と
さ
れ
る
、
披
見
に
堅
固
な

信
心
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
法
華
経
に
お
け
る
方
便
品
の
三
止
三
請
と
如
来

寿
量
品
の
1
1
1
k
5
1
1
1
請
を
想
起
せ
し
め
る
．
両
品
と
も
に
所
説
の
法
門
の
重
要
性

を
示
し
た
訓
戒
で
あ
る
、
日
蓮
聖
人
は
こ
の
よ
う
な
意
味
を
込
め
て
l
i
、
観
心
本

尊
抄
』
の
披
見
に
堅
固
な
信
心
を
必
須
要
件
と
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

6
　
「
観
心
本
尊
抄
’
＝
は
難
解
な
書

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
に
は
一
難
多
答
少
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
『
観
心
本

尊
抄
「
が
難
解
な
書
で
あ
る
こ
と
は
、
本
文
中
に
お
い
て
難
信
難
解
の
問
答
が

繰

り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
　
と
く
に
第
一
〇
番
問
答
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ゆ
シ

い
て

は
、
間
者
が
「
不
審
云
」
と
問
題
提
起
し
、
答
者
は
「
此
事
難
信
難
解
也
」

と
答
え
、
教
門
と
観
門
と
の
難
信
難
解
に
つ
い
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
．
『
観

心
本
尊
s
u
，
i
l
全
体
が
「
難
多
答
少
」
の
法
門
を
叙
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
　
秘

す
べ
き
未
聞
の
大
事
法
門
で
あ
る
以
上
、
難
信
難
解
で
あ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
7
　
「
観
心
本
尊
抄
゜
＝
の
内
容
は
「
未
聞
」
の
法
門

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
＝
に
は
「
未
聞
之
事
」
「
人
耳
目
可
レ
驚
動
之
歎
」
「
仏

滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
未
看
二
此
書
之
心
一
一
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
日
蓮
聖

＝観
心
本
尊
抄
＝
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
一
の
意
味
（
庵
谷
）

人
が
信
解
体
得
さ
れ
た
法
門
は
未
曾
有
法
で
あ
る
た
め
に
、
人
々
に
と
っ
て
は

「
未

聞
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
耳
目
を
「
驚
動
」
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
．
．

「
観
心

法
門
」
が
未
曾
有
法
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
R
蓮
聖
人
遺
文
の
随
所

に
お
い
て
、
正
法
時
代
の
龍
樹
・
天
親
、
像
法
時
代
の
天
台
・
伝
教
と
比
較
し

て

「未
有
」
＝
、
未
曾
有
」
「
未
弘
」
「
始
」
「
初
」
な
ど
と
表
明
さ
れ
て
い
る
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
じ

た
、
大
曼
茶
羅
本
尊
に
お
い
て
は
「
一
閻
浮
提
之
内
未
有
大
曼
茶
羅
也
」
、
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
し

閻
浮
提
之
内
未
曾
有
大
曼
茶
羅
也
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
ー
、

　
法
華
経
に
は
方
便
品
の
冒
頭
部
分
に
お
い
て
、
世
尊
が
舎
利
弗
に
対
し
て
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ニ

解
難
入
の
理
由
を
「
未
曾
有
法
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
’
ま
た
警
喩
品
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ご

諸
天
子
が
世
尊
の
法
華
経
説
法
を
「
未
一
一
曾
聞
二
如
ン
是
深
妙
之
上
法
」
と
述
べ

た
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
，
法
華
経
自
体
が
「
難
解
難
入
」
「
未
曾
有
法
」
で
あ

り
、
末
法
時
の
「
観
心
法
門
」
は
濁
悪
世
の
大
法
で
あ
れ
ば
、
よ
り
い
っ
そ
う

難
信
難
解
と
な
る
、

8
　
「
観
心
本
尊
抄
」
は
忍
難
の
法
門
教
示

　
『
観
心
本
尊
抄
副
状
』
に
は
「
不
ン
顧
二
国
難
一
期
五
五
百
歳
一
演
二
説
之
二
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
．
「
観
心
法
門
」
が
大
難
と
と
も
に
あ
る
こ
と
は
日
蓮
聖
人
遺

文
に
繰
り
返
し
説
示
さ
れ
て
い
る
、
な
か
1
．
＼
も
「
富
木
入
道
殿
御
返
事
』
に
は

次
の
よ
う
に
あ
る
．
．

　
　
止

観
に
三
障
四
魔
と
申
は
権
経
を
行
ず
る
行
人
の
障
に
は
あ
ら
ず
、
今
日

　
　
蓮
が
時
具
に
起
れ
り
．
又
天
台
伝
教
等
の
時
の
三
障
四
魔
よ
り
も
、
い
ま

　
　
ひ

と
し
を
ま
さ
り
た
り
、
一
念
三
千
観
法
に
二
あ
り
一
一
一
理
、
二
事
な
り
、

l
ヒ
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天

台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
也
，
今
は
事
也
、
観
念
す
で
に
勝
る
故
、

　
　
大
難
又
色
ま
さ
る
．
彼
は
迩
門
の
一
念
三
千
、
此
は
本
門
　
1
念
三
千
也
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
、
．
ご

　
　
天
地
は

る
か
に
殊
也
こ
と
也
と
、
御
臨
終
の
御
時
は
御
心
へ
有
る
べ
く
候
、
一

　
如
来
滅
後
に
お
け
る
法
華
経
の
弘
通
が
大
難
と
と
も
に
あ
る
こ
と
は
、
法
華

　
　
　
　
　
マ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
ワ
　
　
　
　
　
　
　
バ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ニ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
し

経
の

法
師
品
・
見
宝
塔
品
・
勧
持
品
・
安
楽
行
品
・
常
不
軽
菩
薩
品
等
に
繰
り

返

し
説
示
さ
れ
て
い
る
一
日
蓮
聖
人
は
こ
れ
に
加
え
て
「
浬
葉
経
疏
』
の
「
身

　
　
　
　
　
　
こ
ニ

軽
法
重
死
身
弘
法
」
の
文
を
挙
げ
値
難
の
必
然
性
を
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
、

　
法
難
に
値
遇
す
る
こ
と
は
経
文
に
符
合
す
る
こ
と
で
も
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、

弘
教
の
決
断
に
は
値
難
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
、
日
蓮
聖
人
は
『
開
目
抄
』
に

次
の
よ
う
に
吐
露
さ
れ
て
い
る
．
．

　
　

日
本
国
に
此
を
し
れ
る
者
、
但
日
蓮
一
人
な
り
．
こ
れ
を
一
三
口
も
申
出
す

　
　
な
ら
ば
父
母
・
兄
弟
・
師
匠
国
主
王
難
必
来
べ
し
ー
い
わ
ず
ば
慈
悲
な
き

　
　
に

に
た
り
と
思
惟
す
る
に
、
法
華
経
・
漫
般
木
経
等
に
此
二
辺
を
合
見
る
に
、

　
　
い
わ

ず
わ
今
生
は
事
な
く
と
も
、
後
生
は
必
無
間
地
獄
に
堕
べ
し
，
い
う

　
　
な
ら
ば
三
障
四
魔
必
競
起
る
べ
し
と
し
（
知
）
ぬ
一
、
二
辺
の
中
に
は
い
う

　

　
べ
し
，
、
王
難
等
出
来
の
時
は
退
転
す
べ
く
は
一
度
に
思
止
べ
し
、
と
且
や

　
　

す
ら
い
（
休
）
し
程
に
、
宝
塔
品
の
六
難
九
易
こ
れ
な
り
一
我
等
程
の
小

　
　

力
の
者
須
弥
山
は
な
ぐ
と
も
、
我
等
程
の
無
通
の
者
乾
草
を
負
て
劫
火
に

　
　

は
や
け
ず
と
も
、
我
等
程
の
無
智
の
者
恒
沙
の
経
々
を
ば
よ
み
を
ぼ
う
と

　
　
も
、
法
華
経
は
一
句
一
偶
末
代
に
持
が
た
し
と
、
と
か
る
・
は
こ
れ
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
い
こ

　

　
べ
し
，
今
度
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ
し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
，

∫k

　
釈
尊
の
ご
本
意
を
覚
知
し
た
日
蓮
聖
人
は
、
「
知
っ
た
こ
と
」
を
言
う
べ
き
か

否
か
に
つ
い
て
熟
慮
さ
れ
た
．
、
「
申
出
す
」
一
．
い
う
」
と
は
「
三
障
四
魔
一
の
大

難
を
覚
悟
す
る
こ
と
で
あ
る
．
、
熟
慮
の
結
果
、
日
蓮
聖
人
は
「
二
辺
の
中
に
は

い

う
べ
し
」
と
決
断
さ
れ
た
．
日
蓮
聖
人
の
決
断
は
「
強
盛
の
菩
提
心
を
を
こ

し
て
退
転
せ
じ
と
願
し
ぬ
」
と
の
誓
い
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
っ
た
．
こ
の
覚

悟

と
決
断
に
よ
っ
て
、
本
門
の
大
法
が
末
法
悪
世
に
出
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の

で
あ
る
ー
．

　
以
上

の

こ
と
か
ら
、
「
、
観
心
本
尊
抄
』
は
、
難
信
難
解
に
し
て
忍
難
を
必
要
と

す
る
未
曾
有
の
秘
す
べ
き
大
事
な
「
観
心
法
門
」
を
、
天
台
大
師
の
「
摩
詞
止

w
t
．
l
l
を
注
す
る
形
式
を
と
っ
て
撰
述
し
、
有
力
檀
越
を
は
じ
め
信
心
堅
固
な
門

下
に

教
示
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
．
、

五
　
佐
後
法
門
の
重
要
性

「＝一

澤
紗
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
、

　
又
法
門
の
事
は
さ
ど
（
佐
渡
）
の
国
へ
な
が
さ
れ
候
し
已
前
の
法
門
は
、

　
た
だ
仏
の
爾
前
の
経
と
を
ぼ
し
め
せ
’
此
国
の
国
主
我
を
も
た
も
つ
べ
く

　
ば
、
真
言
師
等
に
も
召
合
せ
給
は
ず
ら
む
　
爾
時
ま
こ
と
の
大
事
を
ば
巾

　
べ
し
　
弟
子
等
に
も
な
ひ
な
ひ
（
内
々
）
申
な
ら
ば
ひ
ろ
う
（
披
露
）
し

　
て

か
れ

ら
し
り
（
知
）
な
ん
ず
’
さ
ら
ば
よ
も
あ
わ
（
合
）
じ
と
を
も
ひ

　
て

各
々
に
も
申
ざ
り
し
な
り
、
而
去
文
永
八
年
九
月
十
二
日
の
夜
、
た
つ

　
の
口
に
て
頚
を
は
ね
ら
れ
ん
と
せ
し
時
よ
り
の
－
o
，
　
（
後
）
、
ふ
び
ん
な
り
、



　
　
我

に
つ
き
た
り
し
者
ど
も
に
ま
こ
と
の
事
を
い
わ
（
三
口
）
ざ
り
け
る
、
と

　
　
を
も
（
思
）
て
さ
ど
の
国
よ
り
弟
子
ど
も
に
内
々
申
法
門
あ
り
、
此
は
仏

　
　
よ
り
後
迦
葉
・
阿
難
・
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
妙
楽
・
伝
教
・
義
真
等
の

　
　
大
論

師
大
人
師
は
知
て
し
か
も
御
心
の
巾
に
秘
せ
さ
せ
給
し
、
口
よ
り
外

　
　
に
は
出
給
は
ず
．
其
故
は
仏
制
し
て
云
く
、
我
滅
後
末
法
に
入
ら
ず
ば
此

　
　
大

法
い
う
べ
か
ら
ず
と
あ
り
し
ゆ
へ
な
り
　
日
蓮
は
其
御
使
に
は
あ
ら
ざ

　
　
れ

ど
も
其
の
時
剋
あ
た
る
上
、
存
外
に
此
法
門
を
さ
と
り
ぬ
れ
ば
、
聖
人

　
　
の
出
さ
せ
給
ま
で
ま
つ
序
分
に
あ
ら
あ
ら
申
な
り
．
．
而
に
此
法
門
出
現
せ

　
　
ば
、
正
法
像
法
に
論
師
人
師
の
申
せ
し
法
門
は
皆
日
出
て
後
の
星
光
巧
匠

　
　
の
後
に
拙
を
知
る
な
る
べ
し
一
此
時
に
は
正
像
の
寺
堂
の
仏
像
僧
等
の
霊

　
　
験

は
皆
き
へ
う
せ
て
、
但
此
大
法
耳
一
閻
浮
提
に
流
布
す
べ
し
と
み
へ
て

　
　
候
　
各
々
は
か
・
る
法
門
に
ち
ぎ
り
有
人
な
れ
ば
た
の
も
し
と
を
ぼ
す
べ

　
　
i
l
i
，
i

　
［
口
蓮
聖
人
の
生
涯
を
佐
前
・
佐
後
に
二
分
す
る
場
合
と
鎌
倉
期
・
佐
渡
期
・

身
延
期
の
三
期
に
分
け
て
理
解
す
る
場
合
と
が
あ
る
．
二
分
し
た
時
は
三
期
の

内
の
鎌
倉
期
を
佐
前
、
佐
渡
期
・
身
延
期
を
佐
後
と
す
る
、
’

　
前
掲
の
＝
三
澤
紗
＝
の
文
か
ら
明
ら
か
な
と
お
り
、
佐
前
は
「
さ
ど
（
佐
渡
）

の

国
へ
な
が
さ
れ
候
し
已
前
一
で
あ
り
、
そ
の
法
門
は
「
た
だ
仏
の
爾
前
の
経

と
を
ぼ
し
め
せ
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
方
便
法
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
　
佐
後

の
法
門
は
一
ま
こ
と
の
大
事
＝
内
々
申
法
門
」
「
大
法
（
末
法
の
大
法
）
」
で
あ

る
と
教
示
さ
れ
て
い
る
，

観
心

尊

抄

題
号

お
け

る

観
心
本

尊

の
意

味

庵
クこ

9

　

し
た
が
っ
て
、
佐
渡
で
述
作
さ
れ
た
『
観
心
本
尊
抄
』
の
法
門
は
、
日
蓮
聖

人
に
お
け
る
「
内
々
申
す
ま
こ
と
の
大
事
法
門
」
の
開
示
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
．
．

六
　
『
観
心
本
尊
抄
』
本
文
に
見
え
る
「
観
心
」

　
『
観
心
本
尊
抄
」
の
本
文
中
に
は
「
観
心
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て

い
る
．

　
f
．
問
口
出
処
既
聞
㎡
之
．
観
心
之
心
如
何
、
、
答
日
観
心
者
観
一
我
己
心
一
見
二
十

　
　
法
界
一
．
是
．
云
二
観
心
也
　
辟
言
如
下
難
、
見
二
他
人
六
根
一
未
ン
見
三
目
面
六
根
一

　
　
不
〆
知
．
自
具
六
根
一
、
向
一
明
鏡
一
之
時
始
見
由
自
目
三
ハ
根
上
．
設
諸
経
之
中

　
　
所
々
難
ゾ
載
二
六
道
並
四
聖
一
不
ン
見
二
法
華
経
並
天
台
大
師
所
述
摩
訂
止
観
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ニ

　
　
明
鏡
・
不
’
知
二
目
具
十
界
百
界
千
如
一
念
三
丁
也

　
第
＝
一
番
問
答
の
文
で
あ
る
．
観
心
と
は
「
観
一
我
己
心
一
見
一
一
十
法
界
一
」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
対
境
を
十
法
界
と
す
る
点
は
天
台
の

実
相
よ
り
も
具
体
性
が
あ
る
も
の
の
、
「
観
我
己
心
」
と
す
る
こ
と
な
ど
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て

は
台
家
に
親
し
い
と
の
解
釈
も
あ
る

　
’
“
1
1
問
日
龍
樹
天
親
等
如
何
　
答
口
此
等
聖
人
知
而
不
r
．
一
．
日
之
仁
也
．
或
迩
門
1

　
　
分
宣
乏
不
’
云
二
本
門
与
観
心
一
或
有
’
機
無
r
時
鰍
　
或
機
時
共
無
〉
之

　
　
歎
．
天
台
伝
教
已
後
知
7
之
者
多
々
也
．
用
二
．
↓
聖
智
一
故
也
，
所
謂
三
論
嘉

　
　
祥
’
南
＝
．
北
し
百
余
人
・
華
厳
宗
法
蔵
清
涼
等
・
法
相
宗
玄
　
三
蔵
慈
恩

　
　
大
師
等
・
真
三
口
宗
善
無
畏
三
蔵
金
剛
智
三
蔵
不
空
三
蔵
等
・
律
宗
道
宣
等

　
　
初
存
二
反
逆
後
高
帰
伏
也
，
一

一
九



古
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六
里
L
又
化
研
川
た
九
　
£
采
m
［
ト
ー
」
へ
r
／
1
：
）
p

　
第
一
九
番
問
答
の
文
で
あ
る
　
凡
心
具
仏
の
難
信
難
解
に
つ
い
て
龍
樹
・
天

親
の
立
場
を
説
明
し
た
文
章
中
に
±
－
1
門
・
本
門
に
並
ん
で
観
心
の
語
が
見
え
る
．

龍
樹
・
天
親
は
迩
門
の
教
相
の
一
分
を
説
い
た
が
本
門
の
教
相
と
本
門
の
観
心

に
つ
い
て
は
宣
説
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
の
意
味
で
あ
る
　
こ
の
こ
と
に
つ

い
て

は
「
「
．
報
恩
抄
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
迦
葉
・
阿
難
等
は
一
向
に
小
を
弘
、
馬
鳴
・
龍
樹
・
無
著
・
．
大
親
等
は
権

　
　
大

乗
を
弘
て
、
実
大
乗
の
法
華
経
を
ば
或
は
但
指
を
さ
し
て
義
を
か
く
し
、

　
　
或
は

経
の
面

を
の
べ
て
始
中
終
を
の
べ
ず
　
或
は
迩
門
を
の
べ
て
本
門
を

　

あ
ら
は
さ
ず
或
は
本
迎
あ
つ
て
観
心
な
し
と
い
ひ
し
か
ば
…
°
㌦
㌧

　
仏
弟
子
や
天
竺
の
諭
師
は
小
乗
・
権
人
乗
・
実
大
乗
の
法
華
経
本
迩
の
教
相

を
述
べ
て
本
門
の
観
、
心
は
顕
し
て
い
な
い
と
ン
、
｝
れ
て
い
る
　
迩
門
の
教
相
は
1
’

乗
作
仏
、
本
門
の
教
相
は
久
遠
実
成
、
本
門
の
観
心
は
事
二
，
心
二
．
r
を
指
す

七
　
［
「
．
観
心
本
尊
抄
』
の
構
成

　
「
．
観
心
本
尊
抄
』
の
構
成
に
つ
い
て
、
主
な
解
説
書
の
目
次
を
挙
げ
る
と
次
の

と
お
り
で
あ
る

　
一
－
山
川
智
懸
著
『
観
心
本
尊
抄
講
話
＝
．
二
－
一
〇
頁

　

　

［
序
分
　
無
間
自
説
法
門
提
唱
段
　
観
心
法
門
の
本
拠
を
提
示
し
十
六
番

　

　

に
問
答
し
て
理
具
を
疑
ひ
事
具
を
迫
り
出
し
特
に
事
目
．
征
界
を
疑
ふ
；
f

　
　
宗
分
　
．
二
重
問
難
本
懐
顕
発
段
　
妙
法
受
持
因
果
議
与
に
因
る
凡
夫
の
事

　
　
具
仏
界
を
明
か
し
本
門
一
念
一
、
．
千
の
法
体
と
そ
の
本
尊
の
体
相
を
顕
発
・
｛
こ

7　　小　　す　　帰　　一　　渡　　通　　一　　浅　　全　　茂　　師1　尊　一，　望　　＿　　下　　清　　釈　　て　」：！

竺6三‡竺書霞箔1，ti　f．Lag　l‡露養竺曇竺τ議ξ喬量

l陽著
一
「
．
國

段

心
を

べ
き
本
尊

弘
通
段
二

彰
著

一 一

観

題

目
段
　　　’し・

」本
空尊
一’ 抄
本　i“！｛

尊⊆
段

L ：
－
1　　vl’

第頁

弘
通

段

と究賓
はめ観
＿　つ　’い

本く本
尊す尊
段御抄
こ題鐙7　　　　　　1　．［　　　　　　fJ｜1

ろロぷド　　　　　　　　　　　ト　ニ

笥う　　＿

．．三観　x

段心、
　段x大　こ二　i

い　　一1　　X

な第兵
る　・二．

教段
え

を一
弘心
辿に

道　　八　　教　　弘　　む　　段　　厚　　段　　ヒ　　山　　L二

能著章亨なL＿著頁湧函雰』2三｛1『慰
晋業9墨読段馨藁藁
の尊
段抄L
⊇　1」、

乙　Eik

．’ 講

縫
審；’i

1？18

三

流

す
」
「
第
一
、
段
　
本
尊
を
明
す
」
．

人
御
遺
文
講
義
」
第
三
巻
　
～
一
四
頁

観
心
を
明
す
（
序
分
）
」
「
第
二
段
（
所
観
段
）
本

〔
弘
通
段
二
川
弘
の
時
の
未
曾
有
な
る
と
、
能
弘
の

す
G
l
砒
通
、
分
二

抄
講
讃
゜
］
」
四
、
九
～
四
じ
頁

著
＝
．
n
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
＝
第

巻
．上

、

四
頁

が

　
十
番
推
検
本
法
流
通
段
　
地
涌
の
菩
薩
末
法
の
初
め
に
出
現
し

本
尊
と
事
行
の
五
字
を
弘
通
す
る
を
示
し
兼
ね
て
本
門
本
尊
を
密



　
一
8
一
北
川
前
肇
著
『
日
蓮
聖
人
　
観
心
本
尊
抄
を
読
む
」
目
次
・
ヒ
（
）
～
L
一
．
一

　
　
頁
．

　
　
全
体
を
八
章
に
分
け
た
茂
川
井
教
‥
‥
．
・
述
ド
、
本
尊
抄
講
讃
、
に
基
づ
き
、
全

　
　
1
I
L
四
講
に
わ
た
っ
て
解
説
す
る

　
以
上

の
と
お
り
、
「
一
．
観
心
本
尊
抄
」
は
全
体
を
，
二
段
に
分
け
て
解
釈
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
．
大
ま
か
に
見
る
と
、
第
一
は
能
観
の
題
目
段
、
第
二
は
所
観
の
本

尊
段
、
第
三
は
大
法
の
弘
通
段
〆
．
」
あ
る
　
こ
の
よ
う
な
構
成
か
ら
、
先
師
に
は

『観
心
本
尊
抄
」
を
観
心
（
本
門
の
題
目
）
と
本
尊
⌒
本
門
の
本
尊
）
を
説
い
た

書
と
解
釈
す
る
例
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

八
　
諸
遺
文
に
お
け
る
「
観
心
」

　
諸

遺
文
に
お
け
る
「
観
心
」
の
表
記
は
次
の
通
り
で
あ
フ
○

　
一
－
、
『
尊
霊
御
菩
提
御
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
へ

　
　
大
田
殿
、
次
郎
入
道
殿
御
事
は
観
心
之
法
門
時
可
〆
申
一

　
人
田
殿
と
次
郎
入
道
殿
の
こ
と
は
「
観
心
之
法
門
．
一
を
説
明
す
る
時
に
申
し

述
べ
る
と
さ
れ
て
い
る
　
「
観
心
本
尊
抄
副
状
．
一
の
「
観
心
法
門
少
々
注
〆
之
奉

太
田
殿
教
信
御
房
等
こ
の
叙
述
か
ら
し
て
「
大
田
殿
」
は
太
川
乗
明
と
推
測
さ

れ

る
　
た
だ
し
本
遺
文
は
前
後
欠
損
の
五
行
断
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
詳
細
に

つ

い

て

は

不

明
で
あ
る
．
系
年
に
つ
い
て
『
昭
和
定
本
H
蓮
聖
人
遺
文
　
一
は
建

治
元
年
（
一
二
七
五
）
、
『
H
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
＝
は
文
永
一
〇
年
二

二
七

三
｝
と
推
定
し
て
い
る
．
．
対
告
は
記
述
内
容
か
ら
富
木
常
忍
と
さ
れ
て
い

＝観
心
本
尊
抄
「
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
［
の
巷
味
［
庵
谷
・

る
　
r
］
　
U
’
報
因
心
抄
』

　
　
迦

葉
・
阿
難
等
は
一
向
に
小
を
弘
、
馬
鳴
・
龍
樹
・
無
著
・
天
親
等
は
権

　
　
大
乗
を
弘
て
、
実
人
乗
の
法
華
経
を
ば
或
は
但
指
を
さ
し
て
義
を
か
く
し
、

　

　
或
は

経
の
而
を
の
べ
て
始
中
終
を
の
べ
ず
或
は
油
一
門
を
の
べ
て
本
門
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
f
’
）

　
　

あ
ら
は
さ
ず
　
或
は
本
迩
あ
つ
て
観
心
な
し
と
い
ひ
し
か
は
・
…

　

す
で
に
「
六
　
「
観
心
本
尊
抄
　
本
文
に
見
え
る
「
観
心
＝
の
項
で
関
連
遺

文
と
し
て
挙
げ
た
文
で
あ
る
　
こ
こ
で
は
一
切
経
を
小
乗
経
・
権
大
乗
経
・
実

大
乗
経
〔
法
華
経
）
の
迩
門
・
本
門
・
観
心
と
区
分
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
、

こ
こ
で
言
う
本
門
は
　
門
に
対
す
る
法
華
経
後
半
十
四
品
本
門
、
観
心
は
教
相

に

対
す
る
表
現
で
あ
る
．
。
『
開
目
抄
一
の
五
重
相
対
で
は
「
但
仏
教
に
入
て
五
十

余
年
の
経
々
八
万
法
蔵
を
勘
た
る
に
、
小
乗
あ
り
大
乗
あ
り
、
権
経
あ
り
実
経

あ
り
、
顕
教
密
教
、
軟
語
鹿
語
、
実
語
妄
語
、
正
見
邪
見
等
の
種
々
の
差
別
あ

り
．
但
法
華
経
計
教
主
釈
尊
の
正
言
也
一
と
内
外
・
大
小
・
権
実
・
本
辺
と
比

較
相
対
し
て
、
最
終
的
に
コ
人
，
心
．
1
1
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の

文

の

底
に
し
づ
め
た
り
．
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
コ
こ

但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
｝
と
丈
底
観
心
を
明
か
さ
れ
て
い
る

H
蓮
聖
人
の
教
相
論
に
お
い
て
は
、
小
乗
経
・
権
大
乗
経
・
実
人
乗
の
法
華
経

泣

門
・
実
人
乗
の
法
華
経
本
門
・
観
心
と
い
う
区
分
と
浅
深
が
あ
る
こ
と
は
．
三
口

う
ま
で
も
な
い
が
、
本
門
・
観
心
に
つ
い
て
は
遺
文
ト
の
用
い
方
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
こ

意
味
が
異
な
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
．

11
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亘
『
事
理
供
養
御
書
』

　
た
．
・
し
仏
に
な
り
候
事
は
、
凡
夫
は
志
ざ
し
と
申
文
字
を
心
へ
て
仏
に
な

　
り
候
な
り
，
志
ざ
し
と
申
は
な
に
事
ぞ
と
、
委
細
に
か
ん
が
へ
て
候
へ
ば
、

　
観
心
の
法
門
な
り
，
観
心
の
法
門
と
申
は
な
に
事
ぞ
と
た
つ
ね
候
へ
ば
、

　

た
．
・
一
き
て
候
衣
を
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
候
が
、
身
の
か
わ
を
は
ぐ
に
て

　
候

ぞ
．
、
う
へ
　
（
飢
）
た
る
よ
（
世
）
に
、
こ
れ
は
な
し
て
は
、
け
う
（
今

　
日
）
の
命
を
つ
ぐ
べ
き
物
も
な
き
に
、
た
”
・
ひ
と
つ
候
こ
れ
う
⌒
御
料
）

　

を
仏
に
ま
い
ら
せ
候
が
、
身
命
を
1
に
ま
い
ら
せ
候
に
て
候
ぞ
、
こ
れ
は

　
薬
王
の
ひ
ぢ
を
や
き
、
雪
山
童
子
の
身
を
鬼
に
た
び
て
候
に
も
あ
い
を
と

　

ら
ぬ
功
徳
に
て
候
へ
ば
、
聖
人
の
御
た
め
に
は
事
供
や
う
（
養
）
、
t
夫
の

　

た
め
に
は
理
く
や
う
、
止
観
の
第
七
の
観
心
の
檀
ば
ら
密
（
蜜
）
と
申
法

　

門
な
り
．
ま
こ
と
の
み
ち
は
世
間
の
事
法
に
て
候
．
．
金
光
明
経
に
は
、
若

　
深
識
世
法
即
是
仏
法
と
か
れ
、
浬
般
木
経
に
は
一
切
世
間
外
道
経
書
皆
是
仏

　
説

非
外
道
説
と
仰
ら
れ
て
候
を
、
妙
楽
大
師
法
華
経
の
第
六
の
巻
の
一
切

　
世

間
治
生
産
業
皆
与
実
相
不
相
違
背
の
経
文
に
、
引
合
て
心
を
あ
ら
わ
さ

　
れ

て

候
に
は
、
彼
々
の
二
経
は
深
心
の
経
々
な
れ
ど
も
、
彼
の
経
々
は
い

　
ま
だ
心
あ
さ
く
し
て
法
華
経
に
及
ざ
れ
ば
、
世
間
の
法
を
仏
法
に
依
せ
て

　

し
ら
せ
て
候
、
法
華
経
は
し
か
ら
ず
一
．
や
が
て
世
間
の
法
が
仏
法
の
全
体

　

と
釈
せ
ら
れ
て
候
．
．
爾
前
の
経
々
の
心
は
、
心
よ
り
万
法
を
生
ず
、
讐
へ

　
ば

心

は
大
地
の
ご
と
し
、
草
木
は
万
法
の
ご
と
し
と
申
、
法
華
経
は
し
か

　

ら
ず
，
心
す
な
は
ち
大
地
、
大
地
則
草
木
な
り
．
爾
前
経
々
の
心
は
、
心

二
．

　
　
の

す
む
は
月
の
ご
と
し
、
心
の
き
よ
き
は
花
の
ご
と
し
．
法
華
経
は
し
か

　
　

ら
ず
．
月
こ
そ
心
よ
、
花
こ
そ
心
よ
と
申
法
門
な
り
一
此
を
も
つ
て
し
ろ

　
　

し
め
せ
．
，
白
米
は
白
米
に
は
あ
ら
ず
　
す
な
は
ち
命
な
り
一
．
美
食
を
を
さ

　
　
め

ぬ

人
な
れ
ば
力
を
よ
ば
ず
山
林
に
ま
じ
わ
り
候
ぬ
一
、
さ
れ
ど
も
凡
夫
な

　
　
れ

ば

か
ん

（
寒
）
も
忍
が
た
く
、
熱
を
も
ふ
せ
ぎ
が
た
し
，
食
と
も
し
．

　
　
表
○
目
が
万
里
の
一
喰
忍
が
た
く
、
思
子
孔
が
十
旬
九
飯
堪
べ
き
に
あ
ら

　
　
ず
．
読
経
の
音
も
絶
ぬ
べ
し
　
観
心
の
心
を
う
そ
か
な
り
，
．
し
か
る
に
た

　
　
ま
た
ま
の
御
と
ぶ
ら
い
た
．
・
事
に
は
あ
ら
ず
．
教
主
釈
尊
の
御
す
・
め
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
コ
　

　
　
将
又
過
去
宿
習
の
御
催
か
、
方
々
紙
上
難
r
尺
・
．

　

凡
夫
は
「
志
ざ
し
一
を
「
心
へ
て
」
こ
そ
成
仏
す
る
と
し
、
r
志
ざ
し
」
と
は

「観
心
の
法
門
」
で
あ
り
、
「
た
．
・
一
き
て
候
衣
を
法
華
経
に
ま
い
ら
せ
」
「
身
の

か

わ
を
は
ぐ
」
こ
と
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
　
す
な
わ
ち
「
観
心
の
法
門
」

と
は
「
身
命
を
仏
に
ま
い
ら
せ
」
る
こ
と
で
あ
る
．
、
続
い
て
聖
人
の
事
供
養
⌒
不

借
身
命
一
と
凡
夫
の
理
供
養
⌒
志
ざ
し
）
を
説
い
て
、
こ
れ
を
［
「
．
摩
詞
止
観
」

の

「
観
心
の
檀
ば
ら
密
（
蜜
）
と
申
法
門
」
と
さ
れ
て
い
る
．
さ
ら
に
「
ま
こ

と
の
み
ち
は
世
間
の
事
法
」
で
あ
る
と
し
て
世
法
即
仏
法
の
経
文
を
挙
げ
、
法

華
経
は
「
心
す
な
は
ち
大
地
、
大
地
則
草
木
」
「
月
こ
そ
心
よ
、
花
こ
そ
心
よ
」

と
い
う
法
門
で
あ
る
と
し
て
、
供
養
の
品
々
は
一
す
な
は
ち
命
」
で
あ
る
と
さ

れ

て

い

る
　
食
物
供
養
の
功
徳
を
明
か
し
、
身
延
山
中
の
生
活
の
困
苫
を
披
澄

し
て
「
読
経
の
音
も
絶
ぬ
べ
し
、
観
心
の
心
を
う
そ
か
な
り
」
と
述
べ
、
こ
の

度
の
供
養
に
対
し
「
教
主
釈
尊
の
御
す
・
め
か
、
将
又
過
去
宿
習
の
御
催
か
一



と
甚
深
の
謝
意
を
示
さ
れ
て
い
る
　
文
意
か
ら
観
心
と
は
法
華
経
釈
尊
に
身
命

を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
法
華
経
釈
尊
レ
ニ
体
化
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
分

か

る
．
法
華
経
釈
尊
に
身
命
を
捧
げ
る
1
1
蓮
聖
人
に
供
養
す
る
こ
と
は
、
檀
越

の

「
観
心
の
檀
ば

ら
密
（
蜜
こ
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
と
共
に
「
観
心
の
法
門
」

を
実
修
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
、

－
R
　
u
－
観
心
本
尊
抄
』
の
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
」
の
意
味

　
「
観
心
本
尊
抄
」
は
、
題
号
の
ま
ま
に
受
け
取
る
と
「
観
心
本
尊
一
を
著
し
た

書
と
い
う
こ
と
に
な
る
．
．

　
本
書
の
叙
述
内
容
に
即
し
て
集
約
す
る
と
「
観
心
と
し
て
の
題
目
」
「
観
心
と

し
て
の
本
尊
」
「
観
心
と
し
て
の
戒
壇
（
密
示
二
「
観
心
と
し
て
の
弘
通
」
を
教

示

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
一
「
観
心
と
し
て
の
題
日
一
は
本
門
の
題
目
、

「観
心
と
し
て
の
本
尊
」
は
本
門
の
本
尊
、
一
観
心
と
し
て
の
戒
壇
（
密
示
）
」
は

本
門
の
戒
壇
、
「
観
心
と
し
て
の
弘
通
」
は
本
門
の
事
行
を
意
味
す
る

　
な
お
、
戒
壇
の
密
示
と
は
本
文
中
に
明
記
は
な
い
も
の
の
、
〔
蓮
聖
人
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
ニ

証

と
し
て
あ
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　

　
『
法
華
行
者
値
難
事
．
「
、
『
法
華
取
要
抄
」
、
『
報
恩
抄
」
の
文
に
よ
れ
ば
、
末
法

の

［
大
法
」
「
秘
法
‘
＝
正
法
」
「
本
門
三
法
門
」
を
表
明
さ
れ
る
時
は
、
本
門
の

本
尊
・
本
門
の
戒
壇
・
本
門
の
題
日
の
三
大
秘
法
を
整
束
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
．
．　

日
蓮
聖
人
の
観
心
は
「
題
目
五
字
七
字
」
に
集
約
さ
れ
る
、
本
門
の
本
尊
・

観
・し

本
尊

些

題

号

お
：t

る

観

七

本
尊．

1）

意
ロi、

「無

シミ

三

本
門
の
題
目
・
本
門
の
戒
壇
の
三
大
秘
法
は
畢
克
「
題
日
五
字
七
字
」
に
ほ
か

な
ら
な
い
．
一
大
秘
法
は
1
1
1
K
7
秘
法
に
開
出
さ
れ
、
三
大
秘
法
は
一
大
秘
法
に

結
実
す
る

　
ま
た
、
1
”
．
大
秘
法
は
、
本
門
の
本
尊
に
信
心
帰
依
し
、
本
門
の
題
日
を
信
受

念
持
し
て
、
本
門
の
戒
壇
を
現
成
す
る
法
門
で
あ
る
　
三
大
秘
法
は
そ
れ
ぞ
れ

が
密
接
に
関
連
し
合
っ
て
本
門
の
信
行
を
成
就
す
る
、
本
門
の
本
尊
に
本
門
の

題

目
・
本
門
の
戒
壇
を
、
本
門
の
題
目
に
本
門
の
本
尊
・
本
門
の
戒
壇
を
、
本

門
の
戒
壇
に
本
門
の
本
尊
・
本
門
の
題
目
を
そ
れ
ぞ
れ
具
備
す
る
の
で
あ
る
、

　

こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
日
蓮
聖
人
の
意
図
と
し
て
は
、
1
1
’
w
a
心
本
尊
抄
」
題
号

に

お
け

る
「
観
心
本
尊
」
に
は
、
「
観
心
と
し
て
の
題
目
‘
；
観
心
と
し
て
の
本

尊
」
「
観
心
と
し
て
の
戒
壇
（
密
示
）
＝
観
心
と
し
て
の
弘
通
」
の
意
味
が
内
包

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち
三
秘
相
即
二
二
秘
総

在
の
「
観
心
本
尊
」
で
あ
る

　

こ
の
こ
と
は
n
蓮
聖
人
の
教
学
の
根
幹
が
一
念
二
．
千
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
あ
ザ

解
さ
れ
る
．
本
門
の
本
尊
は
’
　
［
’
t
w
心
本
尊
抄
』
に
＝
念
三
千
仏
種
」
と
．
不
さ

れ

て

い

る
　
本
門
の
題
R
は
、
同
じ
く
『
観
心
本
尊
抄
L
に
「
＝
，
心
三
千
の
観

　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

心
と
し
て
の
題
日
受
持
」
、
［
一
、
開
［
口
抄
゜
＝
に
＝
念
三
千
法
門
と
し
て
の
本
門
寿

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ワ

量

品
文
底
の
観
心
」
が
明
か
さ
れ
て
い
る
　
さ
ら
に
三
観
心
本
尊
抄
」
の
巻
末

に
は
「
不
議
二
一
念
三
千
一
者
仏
起
一
大
慈
悲
一
五
字
内
裏
二
此
珠
一
令
’
懸
二
末
代
幼

　
　
　
い
こ

稚

頚
一
」
と
一
念
三
千
の
観
心
が
題
日
五
字
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
．
本

門
の
戒
壇
は
本
仏
常
住
の
本
十
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
寿
量
品
の
発
沸
頭
本
に

11二



法
睾
文
化
研
究
〔
箒
四
十
い
三
三

成
就
す
る
　
仏
の
顕
本
は
本
仏
・
本
土
の
み
な
ら
ず
本
法
・
本
弟
了
の
真
実
開

顕
〆
．
・
も
あ
る
　
そ
こ
に
本
因
・
本
果
・
本
国
ヒ
の
．
．
．
妙
が
具
足
し
た
「
真
の
一

　
　
　
　
ご
　
ロ

念
＝
、
千
」
が
顕
現
す
る
の
で
あ
る
　
『
観
心
本
尊
抄
＝
で
は
こ
れ
を
「
本
時
娑
婆

　
　
　
ご
　
け

世
界
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
一
ま
た
、
本
門
の
戒
壇
は
、
本
門
の
本
尊
に
帰
依

し
本
門
の
題
目
を
受
持
す
る
こ
と
に
お
い
て
現
成
す
る
こ
と
か
ら
’
も
と
よ
り

一
念
一
．
．
下
の
境
界
て
あ
る
こ
A
l
に
変
わ
り
は
な
い

　
三

秘
相
即
に
関
す
る
表
記
は
諸
遺
丈
に
見
ら
れ
る
　
［
観
心
本
尊
抄
］
第
、
．
○

番
問
答
の
答
文
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
此
本
門
肝
心
於
二
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
仏
猶
文
殊
薬
王
等
不
’
付
二
属

　
　
之
一
、
何
況
其
已
下
乎
、
g
l
l
　
，
1
地
涌
千
界
三
説
i
i
八
：
E
］
付
二
属
之
i
一
其
本
尊

　
　
為
〆
体
本
師
娑
婆
上
宝
塔
居
〆
空
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
迦
牟
尼
仏
・
多

　

　

宝
仏
　
釈
尊
脇
十
ヒ
行
等
四
菩
薩
文
殊
弥
勒
等
四
菩
薩
春
属
居
末
座
迩

　
　
化
・
他
方
大
小
諸
菩
薩
万
民
処
二
大
地
一
如
’
見
i
l
弔
云
閣
月
卿
一
．
十
方
諸
仏

　
　
処
一
一
大
地
上
一
表
二
迩
仏
迩
±
1
故
也
　
如
㎡
是
本
尊
在
世
五
十
余
年
無
．
F
之

　
　
八

年
之
問
但
限
二
八
品
二
正
像
二
千
年
之
問
小
乗
釈
尊
迦
葉
阿
難
為
二
脇

　
　

上
・
　
権
大
乗
並
湿
葉
・
法
華
経
迩
門
等
釈
尊
以
丈
殊
普
賢
等
為
脇

　
　
⊥
　

此
等
仏
造
一
両
正
像
一
末
㎡
有
一
寿
量
仏
一
来
一
．
人
末
法
始
此
仏
像
可
〆

　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

　
　
令
二
出
現
一
欺

　
引
用
文
は
「
本
時
娑
婆
世
界
」
の
記
述
を
承
け
て
一
，
　
門
十
四
品
未
∨
説
一
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　

於
二
法
華
経
内
一
時
機
未
熟
故
歎
」
と
述
べ
ら
れ
た
次
下
の
文
章
で
あ
る
．
．
「
本
時

娑
婆
世
界
一
が
祢
門
未
説
の
教
え
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
た
の
は
、
「
本
時
娑

二
四

婆
世
界
L
は
も
と
よ
り
、
こ
の
後
に
明
か
す
「
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経

の

五
字
」
（
本
門
の
題
目
」
レ
ニ
．
本
尊
の
為
体
」
（
本
門
の
本
尊
）
が
、
本
門
に

の

み

説
き
明
か
シ
b
れ
た
最
重
要
法
門
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

　
r
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
は
法
華
経
八
品
に
お
い
て
地
涌
菩

薩
に
付
嘱
ぷ
・
」
れ
た
と
し
、
こ
れ
を
承
け
て
「
其
本
惇
為
r
体
一
と
本
尊
の
相
貌
を

明
か
し
、
そ
の
本
尊
は
一
但
限
八
品
」
と
さ
れ
て
い
る
　
さ
ら
に
正
法
・
像

法
時
の
本
尊
⌒
釈
迦
．
．
．
尊
一
を
挙
げ
、
末
法
に
お
け
る
「
寿
量
の
仏
」
出
現
の

必

然
性
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
　
末
法
に
出
現
す
る
本
尊
は
本
化
四
菩
薩
を
脇
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
コ
ピ

と
す
る
一
仏
像
」
二
‘
寿
量
の
仏
一
）
で
あ
る
こ
と
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
．

　

こ
の
よ
う
に
、
「
本
時
娑
婆
世
界
－
＝
ζ
承
け
て
一
，
本
門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
五

字
．
」
が
地
涌
菩
薩
に
付
嘱
y
こ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
亘
へ
本
尊
為
し
体
」
と

本
．
尊
の
相
貌
を
明
か
し
、
末
法
に
お
け
る
本
尊
出
現
の
道
理
を
示
ン
、
｝
れ
て
い
る

こ
こ
に
は
「
本
時
娑
婆
世
界
一
を
基
点
に
、
「
地
涌
千
界
に
の
み
付
嘱
さ
れ
た
本

門
の
肝
心
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
（
本
門
の
題
口
〉
二
本
］
八
品
所
顕
の
本

尊
二
本
門
の
本
尊
）
が
同
じ
意
味
（
本
質
的
同
意
）
を
も
っ
て
連
続
的
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
．

　
ま
た
一
一
観
心
本
尊
抄
」
第
二
九
番
問
答
の
答
丈
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

ご
、
つ
o

〆
　
　
し
　
　
ー

　
　
像
法
中
末
観
音
薬
⊥
示
一
現
南
岳
天
台
等
一
出
現
以
二
迩
門
一
為
r
面
以
二
本
門
一

　
　
為
ン
裏
百
界
千
如
一
念
三
千
尽
二
其
義
二
但
論
理
具
一
事
行
南
無
妙
法
蓮
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ピ

　

　

経
五
字
並
本
門
本
尊
X
二
広
行
＝
之
　
所
詮
有
二
円
機
一
無
円
時
故
也
．



　
像
法
時
に
お
け
る
迩
面
本
裏
の
理
具
一
念
＝
．
千
に
対
し
て
、
末
法
時
は
「
事

行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
並
び
に
本
門
本
尊
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
像

法
の
中
末
に
「
観
音
薬
E
．
小
現
南
岳
友
台
等
出
現
一
し
た
が
事
行
の
法
門
は

r有
’
円
機
無
．
円
時
故
一
に
「
未
広
行
〆
之
」
と
さ
れ
て
い
る
　
像
法
時
が

迩
面
本
裏
の
理
具
一
念
三
丁
て
あ
れ
ば
末
法
時
は
本
面
泣
裏
の
事
具
一
人
，
心
．
．
．
千

と
な
る
と
こ
ろ
を
、
末
法
時
は
「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
宇
並
び
に
本

門
本
酋
三
と
表
記
さ
れ
て
い
る
．
事
旦
二
念
三
千
が
「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華

経
の

五
字
並
び

に
本
門
本
尊
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
．
．

　
「
l
顕
仏
未
来
記
　
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
諸
天
善
神
並
地
涌
千
界
等
菩
薩
守
二
護
法
華
行
者
一
此
人
得
二
守
護
之
力

　
　
以
二
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
令
四
広
一
宣
流
二
布
於
閻
浮
提
一
鰍
　
例

　
　
如
ト
威
音
干
仏
像
法
之
時
不
軽
菩
薩
以
一
一
我
深
敬
等
二
十
四
字
広
一
宣
S
t
i
・
・
布

　
　
於
彼
⊥
一
招
己
一
国
杖
木
等
大
難
二
也
一
彼
二
十
四
字
与
＝
此
五
字
其
語
難
7

　
　
殊
其
意
同
〆
之
　
彼
像
法
末
与
二
是
末
法
初
一
全
同
．
彼
不
軽
菩
薩
初
随
喜
人

　
　
日
蓮
名
字
凡
夫
也
二

　
「
本
門
本
尊
」
と
「
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
を
並
記
し
、
　
1
’
威
音
王
仏
像
法
之
時
」

の

不
軽
菩
薩
の
「
我
深
敬
等
の
二
十
四
字
．
「
と
今
末
法
時
の
自
身
の
一
五
字
一

と
を
対
比
し
X
J
　
l
’
其
語
難
殊
其
意
同
乏
」
「
彼
像
法
末
与
一
一
是
末
法
初
一
全
同
一

と
そ
の
共
通
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
末
法
時
に
「
諸
天
善
神
並
地
涌
千
界
等

菩
薩
」
の
「
守
］
護
之
力
」
を
得
て
一
，
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
を
「
閻

浮

提
」
に
F
広
宣
流
布
」
せ
し
め
る
こ
と
を
、
「
此
五
字
一
と
表
現
〉
、
」
れ
て
い

観
い
7±．〈

尊

抄

；、箋

JS

に

お

け

る

観
’レ

イく

ill］

cり

味

宥
汽
［1

る
．
こ
の
こ
と
は
、
日
蓮
聖
人
に
お
い
て
、
「
本
門
本
尊
」
と
「
妙
法
蓮
華
経
π

字
」
に
つ
い
て
共
通
性
・
同
質
性
・
同
義
性
の
認
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し

て

い
る
一

　
一
．
富
木
殿
御
返
事
三
一
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
設
〕
蓮
死
生
難
〆
為
一
一
不
定
一
妙
法
蓮
華
経
五
字
流
布
無
レ
疑
者
販
　
伝
教
大

　
　
師
御
本
意
円
宗
為
．
弘
二
日
本
・
．
但
定
慧
存
生
弘
レ
之
円
戒
死
後
顕
〆
之
、

　
　
為
二
事
相
故
一
重
大
難
有
r
之
販
　
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
、
子
．
s
今

　
　
寿
量
品
仏
与
一
肝
要
五
字
不
一
流
布
　
当
時
論
一
一
果
報
一
者
恐
者
超
二
伝
教
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
天
台
一
勝
一
龍
樹
・
天
親
・
敏
一
無
二
文
理
一
者
大
慢
山
豆
過
r
之
哉

　
日
蓮
の
死
生
が
不
定
で
あ
っ
て
も
「
妙
法
蓮
華
経
五
字
流
布
無
’
疑
者
販
」
と

題

目
流
布
に
つ
い
て
触
れ
、
伝
教
大
師
の
円
宗
の
定
慧
は
生
前
、
円
戒
は
死
後

に

顕
わ

さ
れ
た
と
し
、
果
報
勝
れ
る
ゆ
え
に
「
寿
量
品
仏
与
．
肝
要
五
字
一
」
の

流
布
の
確
信
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
．
「
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
を
「
寿
量
品
仏
与
一

肝
要
五
今
ナ
i
」
と
受
け
る
文
脈
に
、
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
題
目
と
本
尊
の
同
義
性

　
　
　
　
　
ニ
ェ
こ

が
看
取
で
き
る
一
．

　
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
」
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、

　
　
正
法
一
千
年
龍
樹
天
親
等
為
二
仏
御
使
一
弘
’
法
，
難
’
然
但
弘
一
一
通
小
権
二

　
　
教
一
実
大
乗
未
r
弘
一
一
通
之
一
入
．
像
法
五
百
年
一
天
台
大
師
出
二
現
漢
土
一
破
一

　

　
失
南
北
邪
義
・
立
二
正
義
一
所
謂
教
門
五
時
観
門
一
念
三
F
是
也
．
拳
F
国

　
　
：
b
二
小
釈
迦
　
難
〆
然
於
一
円
定
円
慧
者
弘
・
宣
之
円
戒
未
し
弘
」
之
　
仏
滅

　
　
後
入
　
一
下
八
百
年
一
n
本
伝
教
大
師
出
．
現
世
．
・
日
一
欽
明
「
已
来
二
百
余
年

1
1



ぱ
ム
叢
子
T
g
t
！
　
L
l
研
た
九
　
二
ぞ
巾
∵
r
一
へ
U
万
　

　
　
之
間
六
宗
邪
義
破
二
失
之
一
其
上
天
台
未
〆
弘
円
頓
戒
弘
二
旦
之
一
所
謂
叡

　

　

山
円
頓
大
戒
是
也
．
但
仏
滅
後
二
千
余
年
三
朝
之
間
数
万
寺
々
有
〆
之

　

　
難
＼
然
本
門
教
主
寺
塔
地
涌
千
界
菩
薩
別
所
二
授
与
一
妙
法
蓮
華
経
五
字
未
〆

　

　
弘
・
通
之
一
有
二
経
丈
一
無
二
国
土
一
時
機
’
K
　
．
s
至
故
鰍
　
（
略
）
当
知
所
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ザ

　
　
残
本
門
教
主
、
妙
法
五
字
流
二
布
一
閻
浮
提
・
無
〆
疑
者
販

　
正

法
時
に
お
け
る
龍
樹
・
天
親
の
弘
法
、
像
法
時
に
お
け
る
尺
台
大
師
の
「
教

門
の
五
時
と
観
門
の
一
念
三
千
＝
円
慧
・
円
定
〕
と
伝
教
大
師
の
「
叡
山
の
円

頓
の
大
戒
」
（
円
戒
）
を
あ
げ
、
末
法
時
に
お
い
て
は
「
本
門
教
仁
の
寺
塔
と
地

涌
別
付
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
が
流
布
す
る
こ
と
の
確
信
を
述
べ
ら
れ
て
い

る
像
法
時
に
お
け
る
天
台
人
師
・
伝
教
大
師
の
「
．
円
の
三
学
」
実
現
の
功
績

に
ふ
れ
、
末
法
時
に
お
け
る
本
門
法
門
の
流
布
を
期
さ
れ
る
文
脈
は
前
掲
の
『
富

木
殿
御
返
事
」
に
類
似
し
て
い
る
　
文
永
一
二
年
二
二
じ
五
二
二
月
の
『
曾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ご

谷
入
道
殿
許
御
書
』
に
お
け
る
「
円
頓
人
戒
壇
建
立
」
の
記
事
と
合
わ
せ
見
る

と
、
円
の
三
学
と
比
較
し
な
が
ら
本
門
．
二
学
（
本
門
三
大
秘
法
）
の
実
現
を
志

向
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
内
音
だ
等
つ
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
．
な
お
、
最
澄
の
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ワ

頓
大
戒
壇
建
立
に
つ
い
て
は
、
＝
撰
時
抄
］
」
、
［
「
．
報
恩
抄
」
、
　
1
1
下
山
御
消
息
』
な
ど

の

諸
遺
文
に
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
．

　

し
た
が
っ
て
、
伝
教
大
師
の
円
頓
大
戒
弘
宣
に
触
れ
な
が
ら
「
本
門
教
主
の

寺
塔
と
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
の
流
布
を
期
さ
れ
る
文
章
に
、
三
大
秘
法
流
布

の

意
図
を
汲
み
と
取
る
こ
と
が
で
き
る
一
．

　
「
法
華
取
要
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
．

∴

　
　
如
来
滅
後
二
千
余
年
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
伝
教
所
ン
残
秘
法
何
物
乎
　
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

　

　
日
本
門
本
尊
与
二
戒
壇
一
与
二
題
目
五
字
一
也
．

　
　
如
〆
是
乱
二
国
上
一
後
出
現
卜
行
等
聖
人
本
門
三
法
門
建
二
立
之
二
四
天
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
　
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
レ
疑
者
欺
．

　
如
来
滅
後
正
像
二
千
年
間
に
お
け
る
龍
樹
・
友
規
・
天
ム
ロ
・
伝
教
未
弘
の
「
秘

法
」
を
問
う
文
を
受
け
て
「
本
門
本
尊
与
一
戒
壇
与
二
題
目
五
字
一
也
」
と
i
l
l
大

秘
法
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
　
さ
ら
に
「
乱
一
国
ヒ
後
一
の
末
法
時
に
は
「
ヒ
行

等
の
聖
人
」
が
出
現
し
て
「
本
門
の
三
法
門
」
を
建
立
す
る
と
し
、
そ
の
確
信

を
「
一
四
天
四
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
〆
疑
者
販
」
と
表
明
さ
れ
て
い

る
’
こ
の
丈
脈
か
ら
、
龍
樹
・
天
親
・
天
台
・
伝
教
未
弘
の
「
秘
法
」
で
あ
る

l
’
本
門
本
尊
与
二
戒
壇
与
一
題
日
五
字
こ
は
、
末
法
時
出
現
の
一
上
行
等
の
聖

人
」
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
る
「
本
門
の
二
、
法
門
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
四
友

四

海
一
同
広
宣
流
布
無
〉
疑
」
き
「
妙
法
蓮
華
経
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
　
す

な
わ
ち
、
日
蓮
聖
人
お
い
て
は
、
「
本
門
の
三
法
門
」
た
る
三
大
秘
法
は
題
日
五

字
七
字
の
「
本
門
の
題
目
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

　

さ
ら
に
、
『
報
恩
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

　
　
問
云
、
天
台
伝
教
の
弘
通
し
給
ざ
る
正
法
あ
り
や
’
答
云
、
有
．
求
云
、

　
　
何
物
乎
、
答
云
、
三
あ
り
，
末
法
の
た
め
に
仏
留
置
給
　
迦
葉
・
阿
難
等
、

　
　
．
馬
鳴
・
龍
樹
等
、
天
台
・
伝
教
等
の
弘
通
せ
さ
せ
給
は
ざ
る
正
法
な
り
．

　
　

求
云
、
其
形
貌
如
何
、
答
云
、
一
は
z
本
乃
至
］
閻
浮
提
［
同
に
本
門
の

　
　
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
　
所
謂
宝
塔
の
内
の
釈
迦
多
宝
、
外
の
諸
仏
、



　
　
並
に
上
行
等
の
四
菩
薩
脇
士
と
な
る
べ
し
．
二
に
は
本
門
の
戒
壇
，
三
に

　
　
は

日
本
乃
至
漢
土
月
氏
一
閻
浮
提
に
人
ご
と
に
有
智
無
智
を
き
ら
は
ず
、

　
　
一
同
に
他
事
を
す
て
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
べ
し
　
此
事
い
ま
だ
ひ
ろ

　
　
ま
ら
ず
　
一
閻
浮
提
の
内
に
仏
滅
後
．
一
r
一
、
百
一
、
十
五
年
が
間
、
一
人
も

　
　
唱
え
ず
　
日
蓮
一
人
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
等
と
声
も
を

　
　
し
ま
ず
唱
る
な
り
．
例
せ
ば
風
に
随
て
波
の
人
小
あ
り
　
薪
に
よ
て
火
の

　
　
高
下
あ
り
一
池
に
随
て
蓮
の
人
小
あ
り
　
．
雨
の
大
小
は
龍
に
よ
る
　
根
ふ

　
　
か

け
れ
ば
枝
し
げ
し
．
源
遠
れ
ば
流
な
が
し
と
い
う
こ
れ
な
り
　
周
の
代

　
　
七
百
年
文
王
の
礼
孝
に
よ
る
　
秦
世
ほ
ど
も
な
し
、
始
皇
の
左
道
な
り

　
　
［
蓮
が
慈
悲
暗
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
で
も

　
　
な
が
る
ベ
レ
、
～

　
天
台
・
伝
教
未
弘
の
1
1
法
と
し
て
［
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
」

（
本
門
の
本
尊
）
、
「
本
門
の
戒
壇
」
、
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
べ
し
」
（
本
門
の

題

目
）
と
三
大
秘
法
を
挙
げ
、
こ
の
こ
と
は
「
い
ま
だ
ひ
ろ
ま
」
っ
て
い
な
い

と
し
て
、
二
閻
浮
提
の
内
に
仏
滅
後
二
下
二
百
二
十
五
年
が
問
、
一
人
も
唱
え

ず
、
．
口
蓮
二
人
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
南
無
妙
法
蓮
華
経
等
と
声
も
を
し
ま
ず
唱

る
な
り
」
、
r
日
蓮
が
慈
悲
膿
大
な
ら
ば
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来

ま
で
も
な
が
る
べ
し
」
と
日
蓮
一
人
の
唱
題
と
慈
悲
膿
大
の
題
目
流
布
に
論
を

展
開
さ
れ
て
い
る
．
三
大
秘
法
の
実
践
が
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目
受
持
弘
通

に

結
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
．
．

＝
観
心
本
尊
抄
」
題
号
に
お
け
る
「
観
心
本
尊
一
の
音
一
味
〔
庵
谷
〕

l
o
む
す
び

　
以

上
か

ら
、
i
’
観
心
本
尊
抄
＝
所
顕
の
「
観
心
法
門
」
は
、
日
蓮
聖
人
の
畢
生

の

法
門
で
あ
り
、
そ
れ
は
末
法
の
大
法
で
あ
る
三
大
秘
法
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る　
観
心
の
本
質
・
原
理
は
＝
，
心
．
二
千
で
あ
る
　
日
蓮
聖
人
は
、
天
台
大
師
の
『
摩

詞
止

観
』
所
述
の
法
門
を
原
拠
と
し
つ
つ
、
こ
れ
を
本
門
寿
量
品
文
底
に
感
得

し
て
、
一
秘
即
二
，
秘
の
事
行
の
法
門
と
し
て
樹
立
さ
れ
た
の
で
あ
る

　
し
た
が
っ
て
『
観
心
本
尊
抄
』
題
号
の
「
観
心
本
尊
」
は
、
三
秘
を
内
包
し

た

意
義
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
．

　
す

な
わ
ち
、
「
観
心
本
尊
」
は
観
心
と
し
て
の
本
門
の
本
尊
は
も
と
よ
り
、
観

心

と
し
て
の
本
門
の
題
目
、
観
心
と
し
て
の
本
門
の
戒
壇
を
内
包
し
た
意
義
を

有
し
て
い
る
の
で
あ
る
，
三
秘
相
即
二
二
秘
総
在
の
「
観
心
本
尊
」
で
あ
る
一

そ
の
三
大
秘
法
は
具
体
的
に
実
践
し
実
現
さ
れ
る
べ
き
法
門
で
あ
る
ゆ
え
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
コ
ニ

日
蓮
聖
人
は
こ
れ
を
「
事
行
」
と
表
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
．

註（
1
）
＝
昭
定
』
二
七
三
へ
）
頁

（

2
〕
渡
邊
寳
陽
著
「
國
實
観
心
本
尊
抄
措
仰
＝
［
絵
写
真

（
3
）
日
耀
一
［
御
書
紗
＝
第
八
s
u
］
1
1
1
　
t
　
1
　
1
二
J
日
講
【
「
録
内
啓
蒙
＝
第
一
六
巻
一
ー
六
丁
．

　
　

日
好
＝
録
内
扶
老
」
第
六
巻
四
丁
　
日
輝
『
観
心
本
尊
抄
略
．
要
＝
充
治
園
全
集
』
第
二

　
　
編
三

＝
九
頁
　
山
川
智
麿
著
「
．
観
心
本
尊
抄
講
話
』
八
’
g
－
1
1
五
頁
等
、

（

4
二
一
昭
定
＝
五
九
o
頁
・
曾

ニ
ヒ
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Summary

　　　　　　　　　　　　　The　Meaning　of　Kanjin－hongon

in　the　title　of　the　Kαnjin－honaon一訊δ（観心本尊抄）

Gy6kO　OTANI

The　Ka／4ノ〆〃一加〃zo」1－s／zδ［．　r観心本尊抄』）is　now　widely　accepted　as　the　Inasterpiece　of　the

great　importance　among　the　doctrinal　treatises　wl’itten　by　Saint　Nichirel〕｛．1222－1282｝．

Its　formal　title　named　by　Saint　Nichiren　himself　is　the　A・1i’o　rai．〃7et’sit．grθ・．c・θ．grθh．vakusai－shi－

々ωび〆〃．ho〃zo〃－shδ（如来滅後五五百歳始観心本尊抄）meaning“the　essential　of々anjin－

ho〃zo〃revealed　for　the　first　time　for　five　hundred　years　as　the　beginning　of　the　long－

term　decadent　age　in　five　tilnes丘ve　hundred〔two　thousand　and　five　lユundred）years

after　the　passing　of　the　tathagata　（the　Buddha）．　The　person　having　shortened　the

formal　titel　to　the　Kctノ〃〃一ノ？o〃20〃一∫カδis　considered　to　be　Toki　Jy6nin　（富木〆常，忍）who

received　the　treatise　froln　the　author、

　　This　paper　examines　the　meaning　of　the　wo1－d‘んω！∫i〃－hoiizo〃’〔観心本尊）in　the　titie　of

the　Kaノηjill－ho〃zθノ1－s／1δ．　The　condusion　is　as　foll⊂）wing．

　　Kα妙「〃一肪〃2θ〃　〔観・已・法門）meaning’々ω加〃as　the　gateway　of　Buddhist　teaching

leading　to　enlightenment’revealed　in　the　KαUふ「〃－hθ〃zo〃－s！lδis　the　lifelong　teaching　of

Saint　Nichiren．　And；｛anji〃－12δ〃70〃is　identified　with　sa〃c！ai一乃仇δCFJ大’手必法｝，meaning’the

three　great　secret　formulas’of　ho〃zo〃（本尊、　the　principal　object　of　wol’ship．1，ζ／ai〃nokzi

題目，the　rirle　of　the　Lθtus　S〃％）and　i2a↓c／ω7（ヲ茂壇．　the　site　for　ordaining〕（．｝f　hθ〃〃？o〃

（本門，the　true　teaching　revealed　in　the　latter　half　of　the　Lθti’s　sl｛tra　）as　the　great

formula〔大法）suitable　for　the　decadent　age　when　the　Buddhist　teachings　ha、’e　been

expireing　C末法1，

　　The　essence　or　the　principle　ofんωヴ↓〃is　nothing　but　the　world　view　of　irヲhi〃e〃一∫α〃ge／1

（一念三千）that　the　third　power　of　thousands　of　worlds（三千）are　inc！uded　in　a

momentarv　mind（一’念）．Saint　Nichiren　leamed　and　understood　the　theories　described　in

the　ll・fb／2ε一2hi．gitdn　（『摩言可」」二観』）written　by　Tian－tii－tiEn－shl（天］≒ミ大師」）Zhi－yi（智頻）、

alユd　he　realized　tlle　world　view　of　icki〃ρ〃一∫α〃zρ〃connoted　in　6gurative　passages　of　the



Chapter　of　Lifespan　of　the　Tathagata〔如来寿量品）belonging　to　ho〃〃20ノノin　the　Lot〃s

Sz♂tra．　And　then　Saint　Nichiren　established　a　practical　training］nethod　l事行．ノ∫gvδ）of

ip膓）1’．sθたtt－sα〃7∫）〆（－iE・艮［］三秘・｝meaning　that　the　three　great　seCret　fornコしilas　（sa／zdai－hi！1δ：）

coverge　on　the　single　great　sacret　forlnula　of　dat’ノノ2θ々〃of　hρ〃〃？θ〃and　the　single　formしlla

diverges　into　the　three　forlnulas．

　　Hence，　it　is　conceivable　rhat　the　xvord’たαノ／ノ’i〃．ノro〃zθ〃’inτhe　title　of　tl－1e五「α刀ノi〃－hθ〃zr〃1－

∫ノzδhas　rhe　meaning　connoting　sωπ／α∫一ノii！z　rJ（the　rhree　great　secret　formulas），that　is　to

say．　that’！eanji’n－hθ〃1θ〃’has　the　Ineaning　connoting　not　on］y　honzo〃of　hθ〃〃1θ11　as　ftcinji〃

but　also　〔／cti〃1〃々zr　of　ho〃krθ〃　as　kanji／I　and　んα『4σ〃　of　fzθ〃zo〃　as　んαノ〃〆〃．　In　other　x－ords，

1？ai乙ji’〃・ノ10〃／c川is　the　state　that　sa〃c／　cti．ノzihδor　the　three　great　secret　formulas　are

identified　lnutually　and　the　whole　t止lree　forn’ユulas　exist、　As　sa〃〔／ai－h1’！zワ　should　be

realistically　practiced　and　then　fしllfilled．　Saint　Nichiren　represented　it　asノ顧δ（事行’）、

nainely．’ PractiCal　training’．


